
１　多目的ホール【座席数：４４８席（固定席：336席・可動席：112席ステージ下に収納可）、親子室あり】

午 前 午 後 夜 間 全 日
9:00～12:00 13:00～17:00 18:00～22:00 9:00～22:00

平　　　日 20,990  28,420  30,520  72,300  

土･日･祝日 30,790  41,220  44,520  106,200  

平　　　日 22,990  31,520  33,820  80,000  

土･日･祝日 33,890  45,520  48,820  117,600  

平　　　日 28,890  39,120  42,220  99,600  

土･日･祝日 42,690  57,220  61,520  147,100  

平　　　日 32,890  44,520  47,620  112,800  

土･日･祝日 48,690  64,620  70,020  166,800  

平　　　日 14,090  19,070  20,440  48,600  

土･日･祝日 20,460  27,390  29,540  70,700  

2,820  2,870  2,870  7,700  

2,820  2,870  2,870  7,700  

２　会議室、研修室等

面 積 午 前 午 後 夜 間 全 日
(㎡) 基本形 人数 9:00～12:00 13:00～17:00 18:00～22:00 9:00～22:00

321 ｽｸｰﾙ 132 23,250  30,030  26,830  70,400  

258 ｽｸｰﾙ 88 20,390  26,050  23,350  60,800  

227 ｽｸｰﾙ 80 18,440  23,550  21,050  54,800  

172 ｽｸｰﾙ 60 17,260  21,910  19,610  50,900  

84 ｽｸｰﾙ 30 6,170  8,150  7,210  19,500  

102 ｽｸｰﾙ 40 7,530  10,040  8,780  23,800  

101 ｽｸｰﾙ 36 7,420  9,930  8,780  23,600  

81 ｽｸｰﾙ 24 5,850  7,840  6,900  18,600  

101 ― 24 8,370  11,200  9,830  26,600  

66 ― 25 6,170  7,950  7,100  19,200  

28 
応接

ｾｯﾄ
5 3,300  4,280  3,870  10,400  

36 
応接

ｾｯﾄ
8 4,340  5,550  5,020  13,400  

3,080  4,080  3,650  9,700  

注

５　利用料金には、消費税及び地方消費税を含みます。

和 室 20畳(４畳･６畳･10畳) 座卓６卓、座椅子、姿見鏡

１　「入場料」とは、名称のいかんを問わず、１回の入場の対価として徴収する1人当たりの金額をいい、その金額
　に区分がある場合は、その最高の金額をもって入場料とします。

２　「準備・練習に使用する場合」とは、多目的ホールを準備、練習に使用する場合をいいます。

(単位：円)

会　場　名
収容人員

料金に含まれる設備等

特別会議室
スクリーン､演台、拡声装置
(有線ﾏｲｸ･卓上ｽﾀﾝﾄﾞ各１本)

入
場
料
を
徴
収
す
る
場
合

 入場料が3,000円未満の場合

 入場料が3,000円以上5,000円未満の場合

 入場料が5,000円以上の場合

楽
屋

 楽　屋　１　　（広さ：20㎡）

 楽　屋　２　　（広さ：21㎡）

新潟ユニゾンプラザ施設利用料金

そ
の
他

 準備・練習に使用する場合

大 研 修 室
スクリーン､演台、拡声装置
(有線ﾏｲｸ･卓上ｽﾀﾝﾄﾞ各１本)

大 会 議 室
スクリーン､演台、拡声装置
(有線ﾏｲｸ･卓上ｽﾀﾝﾄﾞ各１本)

(単位：円)

区 分

 入場料を徴収しない場合　　　　

中 研 修 室
スクリーン､演台、拡声装置
(有線ﾏｲｸ･卓上ｽﾀﾝﾄﾞ各１本)

小研修室３

小研修室４

小研修室１

小研修室２

介護実習室
実習用ベッド４台、介護リフ
ト、車いす

調理実習室
調理台５台（講師用１台含
む）、冷蔵庫１台

講 師 控 室
５人用応接セット
（スツール付き）

応 接 室 ８人用応接セット

３　施設を使用する時間がこの表に定める使用時間に満たない場合でも、時間割計算は行いません。

４　当日、あらかじめ承認された使用時間を超過して使用する場合は､１時間を単位とし、超過時間の料金は、この
　表に定める額の時間割計算による額の120パーセントに相当する額とします。この場合において、10円未満の端数
　があるときは、その端数を切り捨てます。（当日の利用状況により延長できない場合もあります。）


